


 

研究計画,研究経過並びに研究結果 

  従来,妊娠中毒症は.妊娠貧血群より非貧血群の略ぼ 2倍程度に多発する旨の

統計調査についての報告があった。したがって,未熟児網膜症対象として,最も

重要である。未熟児出生も防止するためには,未熟児出生原因の首位を占める妊

娠中毒症の発生を防ぐ点で貧血対策の意義が大きい。一方,臨床的事実として貧

血を伴う妊婦が,果して中毒症好発の母地となりうるか否かについて,妊婦貧血

群と非貧血群の示群について中毒症発生頻度の比較を実施したところ,今回の

疫学的調査においては,貧血群より中毒症が多発する結果はえられなかった。 


